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健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。 (町民憲章より)
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ど議会の動き

第一

一固
定
例
町
議
会

は
六
月
一
一
十
九
日
聞
か

れ
、
補
正
予
算
、
条
例
改
正
な
ど

総
案
十
四
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
L
P
3

ま
た
、
町
長
か
ら
今
年
度
各
事

業
内
進
捗
状
況
な
ど
の
行
政
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な

こ
と
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

一
般
会
計

一
千
四
百
万
円
を
追
加

融措臨樹齢級概観櫛拙梯揖梯抑協梯砂崩掛物

〈
〉
一
般
会
計
補
E
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
四
百
三
十

六
万
三
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

は
十
一
億
三
千
四
百
四
十
一
万
九
千
円

に
な
リ
ま
L
Pョ

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
消
防
庁
舎

建
設
工
事
、
電
気
設
備
工
事
、
備
品
購

入
賞
な
ど
八
百
九
十
九
万
二
千
円
、
役

場
庁
舎
防
水
補
修
工
事
五
百
七
十
七
万

一千
円
、
光
の
星
学
園
建
設
に
伴
う
挫

物
と
燥
機
具
補
償
資
三
百
万

円
、
今
金
小
学
校
排
水
工
事

二
百
二
十
万
円
、
温
泉
ポ
ー

リ
ン
グ
委
託
料
二
百
十
万
円
、

今
金
保
育
所
児
童
の
医
療
費

等
百
十
四
万
八
千
円
、
馬
場

川
橋
架
換
負
担
金
百
八
十
二

万
四
千
円
、
車
皮
心
身
障
笹

者
医
療
費
扶
助
費
八
十
万
問
、

土
紐
川
地
区
道
路
改
良
事
業

用
地
購
入
費
、
支
障
物
件
移

転
補
償
資
な
ど
七
十
八
万
四

千
円
、
町
道
舗
装
補
修
旋
回

町
の
防
災
セ
ン
タ
ー
と

し
て
期
待
さ
れ
る
消
防
庁

舎
は
七
月
末
に
完
成

観
光
開
発
計
画
の
策
定
を

三
議
員
か
ら
一
般
質
問

り
今
後
円
町
有
財
産
と
し
て
有
効
に
活

用
し
た
い
。

〈
〉
町
民
に
夢
を
も
た
せ
る
観
光
開
発
の

計
画
は
H
産
業
開
発
か
ら
生
ま
れ
、
育

て
る
観
光
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
業
利
河
地
区
の
自
然
休
養
林
指

定
も
近
〈
調
査
が
実
施
さ
れ
る
が
、
町

と
し
て
は
、

つ
り
橋
、
展
望
台
、
キ
ャ

ン
プ
場
、
温
水
プ
ル
、
薬
草
図
な
ど

特
色
の
あ
る
森
林
公
園
を
考
え
て
い
る

英
利
河
F
ム
も
設
計
の
巡
び
に
な
り
発

電
を
含
め
た
多
目
的
F
ム
と
し
て
利
用

第
二
固
定
例
町
機
会
で
三
議
員
か
ら

一
般
質
問
が
あ
り
、
町
長
が
回
答
し
ま

し
た
。お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈V
町
有
林
の
保
育
管
理
は
H
町
の
保
有

林
面
積
は

一
O
五
=
一
・
七
三
ど
、
そ
の

う
ち
自
然
林
三
八
七
・

一三
ド仁川
、
人
口

林
が
五
八
八

四
三一
九日
、
無
立
木
地
帯

七
八

・
一
八
h
h
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
十
九
年
か
ら
植
林
し
た
ト
ド
マ

ツ
は
延
四
九
六

・
O
五
ド
ベ

カ
ラ
マ
ツ

九
二

・
三
七
れ
と
順
測
に
発
育
し
て
お

要ぜ髄議議誉議議終
特別養護老人ホーム“時白::t::r.::目
明年 4月に開園芸Z河闘"

8月着工種川地区に

老
人
福
祉
対
策
向
車
要
懸
案
事
項
で

あ
り
ま
す
寝
た
き
り
老
人
を
収
容
す
る

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
の
建
読
も
い
よ

い
よ
着
工
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
三
月
設
立
準
備
委
貝
会
が
発
足

し
、
四
月
に
は
福
祉
法
人
「
阿世
帯
園
」

理
事
会
も
生
ま
れ
建
設
用
地
的
確
保
、

資
合
計
画
な
ど
を
検
討
、
建
語
位
置
も

樋
川
駅
前
神
社
内
北
側
高
台
に
き
ま
り
、

現
在
、
す
で
に
法
人
や
補
助
金
内
申
鮪

手
続
き
を
終
え
、
八
月
に
は
建
設
に
着

工
し
て
完
成
前
に
社
会
福
祉
法
人
的
認

可
が
お
り
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
‘
明
年
四
月
に
は
、
六

十
五
歳
以
上
で
身
体
的
ご
不
自
由
な
方

や
、
一
人
暮
ら
し
で
日
常
的
食
事
に
も

不
自
由
を
し
て
い
る
お
年
寄
り
が
入
園

十
七
万
三
一
千
円
、
第

一
幹
線
川
排
水
整

備
工
事
二
十
一
万
八
千
円
、
幼
稚
園
机

椅
子
購
入
費
十
七
万
円
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
西
郷
沢
川
左
右
岸
災
答
復
旧

工
事
七
百
九
万
円
、
英
利
河
簡
易
水
道

捌
査
委
託
料
百
万
円
、
旭
線
舗
装
工
事

六
十
九
万
一
千
円
な
ど
が
減
額
さ
れ
ま

L
P、
こ
れ
に
対
L
歳
入
は
、
地
方
交

付
加
町
五
百
三
十
四
万
四
千
円
、
道
支
出

金
百
二
十
六
万
七
千
円
、
繰
入
金
五
百

七
十
七
万
円
、
繰
越
金
八
百
五
十
八
万

八
千
円
、
町
俄
三
百
七
十
万
円
が
見
込

ま
れ
国
庫
支
出
金
=
一十
万
三
千
円
が
減

額
さ
れ
ま
し
穴
。

。
特
別
会
計
補
E
予
算

平
均
五
万
五
千
昭

国
民
健
康
保
金
税

〈〉
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

五
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
リ
医

療
質
的
大
幅
増
に
よ
り
今
年
は
や
む
な

く
保
険
税
の
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た

が
.
被
保
険
者
向
負
担
を
極
力
軽
減
す

る
た
め
五
百
万
円
町
臨
時
交
行
金
を
見

込
み
ま
し
て
税
率
を
確
定
し
ま
し
た
。

人
造
湖
、
ホ
テ
ル
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

島
牧
横
断
線
か
ら
カ
ニ
カ
ン
岳
町
観
光

鶴
川
地
区

荒
波
ポ
ー
リ
ン
グ
、
ス
キ

ー
場
の
造
成
、
日
進
観
光
牧
場
主
ど
現

状
道
路
に
よ
る
観
光
ル

l
卜
を帥
開
立
し

た
い
。

〈
〉
国
道
ミ
ニ
シ
ヨ

y
プ
ハ
ウ
ス
の
損
助

特
産
物
の
宣
伝
を
す
る
考
え
は
H
馬
鈴

し
ょ
(
男
し
ゃ
く
)
を
地
域
的
特
産
と

し
て
主
産
地
形
成
を
図
り
、
ア
ス

パ
ラ
、

そ
菜
や
園
芸
作
物
を
奨
励
し
、
観
光
面

と
あ
わ
せ
て
宣
伝
し
て
申
き
た
い
。

〈
〉
公
共
施
政
及
び
公
共
事
壊
に
対
す
る

一
般
寄
付
の
考
え
方
は
H
福
祉
法
人
的

よ
う
な
事
業
に
お
い
て
は
、
事
業
内
本

質
を
融
解
し
社
令
-
山
奉
仕
す
る
と
い
う

で
き
ま
す
。

第

一
次
建
設
引
回
に
よ
り
ま
す
と
、

総
卒
業
費
約

一
億
九
千
万
同
、
鉄
筋
コ

ン
グ
リ
l
卜
平
家
建
、
床
面
積

一
千
二

百
四
十
九
平
方
ぷ
円
近
代
的
な
建
物
で

す
。
収
容
人
貝
は
、
五
十
人
で

一
室
六

人
的
ベ
ソ
ト
室
が
八
室
、
二
人
用
が

一

室
で
広
い
娯
楽
談
話
室
、
特
別
浴
室
、

槽
縫
回
復
訓
練
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

将
来
第
二
次
計
画
と
し
て
、
さ
ら
に

五
十
床
円
増
築
を
予
定
し
て
い
ま
す
@

職
只
は
、
聞
良
、
事
務
只
‘
医
師
、

宥
協
婦
、
生
富
市
指
導
員
、
栄
養
士
、
制

限
只
三
人
、
閥
抗
母
十
人
的
合
計
十
九
人

が
お
世
話
を
し
ま
す
。
ま
た
‘
山
国
泉
ポ

ー
リ
ン
グ
が
成
功
し
ま
す
と
、
温
泉
を

利
用
し
て
不
自
由
な
身
体
を
回
復
さ
せ

国
保
会
計
事
業
勘
定
で
は
、
保
他
婦

一
名
地
只
に
よ
る
保
他
婦
桁
樽
自
動
車

の
購
入
賞
な
ど
六
十
一
万
一
千
円
が
追

加
さ
れ
総
額
二
億
四
千
三
百
十
九
万
五

千
円
に
、
国
保
会
計
施
設
勘
定
で
は
職

只
給
与
曲
目
十
八
万
一
千
円
が
追
加
さ
れ

総
額
二
億
五
千
九
百
七
十
一
万
六
千
円

に
、
簡
易
水
道
会
計
で
は
、

負
担
金
な

ど
十
九
万
八
千
円
が
追
加
さ
れ
総
額
二

千
二
十
五
万
五
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

。
町
税
条
例
の
一
部
改
正

『
療
育
手
帳
』
の
交
付
を
受
け
た
ち

え
巡
れ
の
者
(
精
神
市
弱
者
)
に
も
昭

和
四
十
九
年
度
分
か
句
鮭
自
動
車
税
町

減
免
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

h
f

、
。
町
職
員
の
寒
冷
地
手
当
、
期
末
手
当

の
支
給
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

昨
年
来
的
燃
料
価
格
的
高
騰
に
伴
な

で
つ
特
別
措
置
と
し
て
、
寒
冷
地
手
当
の

/
基
準
額
を
両
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

。
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

こ
れ
に
よ
り
今
年
皮
肉
税
車
が
、
所

得
訓
百
分
的
三
四
(
前
年
の
二
一
%

地
)
資
産
制
百
分
的
六
三

O
(前
年

同
四
三
%相
)
均
等
削

(ひ
と
リ
当
り

)
五
千
五
十
同
(
前
年
円
五
一
%増
)

平
等
制
(
一
世
引
当
り
)
七
千
二
百
七

十
円
(
前
年
内
二
七
%
増
)
に
改
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

主
お
、
一
世
帯
当
り
の
平
均
税
額
は

亙
万
五
千
二
百
八
十

一
円
、
ひ
と
り
当

り
一
万
三
千
九
百
四
十
九
円
に
な
り
ま

J百

近
燐
供
与
的
な
立
場
で
協
力
す
る
ヤ
』
と

は
あ
り
う
る
。
公
共
地
段
、
公
共
事
業

に
お
い
て
は
関
係
団
体
的
協
力
を
得
な

が
ら
無
理
め
な
い
よ
う
指
導
し
た
い
。

。

一
部
事
務
組
合
に
な
っ
た
消
防
行
政

と
町
行
政
の
関
連
は
H
消
防
委
民
会
条

例
な
ど
消
防
団
陶
係
的
条
例
は
廃
止
す

る
が
、
規
定
に
よ
る
消
防
委
貝
会
を
設

け
消
防
行
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
り
た

元
気
に
楽
し
く
生
き
が
い
町
あ
る
生
活

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
町
民
み
ん
な

の
院
か
い
思
い
や
り
で
お
世
話
し
た
い

も
の
で
す
。

徴械室

部
改
正

〕

人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
の
暫
定
的
け

置
と
し
て
給
与
改
定
を
す
る
も
の
で
す
。

〈
〉
特
別
職
の
報
酬
額
費
用
弁
償
額
の
支

給
条
例
の
一
部
改
正

選
挙
の
投
衷
及
び
開
票
管
理
者
等
の

報
酬
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

。
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
制
定

四
月
一
日
か
ら
桧
山
広
域
消
防
組
合

的
発
足
に
よ
り
一
郎
事
務
組
合
的
条
例

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
主
り
関
係
条
例

が
廃
止
さ
れ
ま
し
「
ョ

〈V
専
決
処
分
の
報
告

昭
和
四
十
八
年
度

一
般
会
川
術
正
予

算
の
っ
ち
地
方
似
の
利
率

が

七

五

%

か
ら
九

・
一
%
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
a

O
工
事
繍
負
契
約
の
締
結

西
郷
沢
川
左
右
岸
第
一
一
工
区
災
害
復

旧
工
事
、

北H
通
林
道
畑
の
沢
線
開
設
工

事
の
消
負
契
約
の
二
件
を
承
認
し
ま
し

た
。

す
。
ま
た
、
国
保
続
的
課
税
限
度
狐
は

こ
れ
ま
で
八
万
円
で
し
た
が
、
十
二
万

円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
柿
世
も
改

め
ら
れ
ま
し
た
。
所
得
十
八
万
円
以
下

町
四
人
家
族
で
一
万
一
千
凶
百
四
十
円

円
減
税
、
ま
た
‘
十
八
万
一
円
以
上
向

所
得
の
場
合
は
、
家
紘
一
人
ふ
、
え
る
こ

と
に
対
象
所
得
が
十
一
万
円
ず
つ
加
算

さ
れ
四
人
家
族
玄
附
得
五
十
一
万
円
で

七
千
六
百
五
十
円
円
減
視
に
な
り
ま
す
。平 面図」豊寿国「
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福
祉
の
充
実
は
、
今
日
町
民
が
も
っ
と
も
望
ん
で
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ

で
あ
り
ま
す
が
‘
道
に
お
い
て
も
本
年
度
に
お
け
る
人
間
優
先
、
生
活
重

視
の
辺
政
を
す
す
め
る
う
え
で
の
核
と
し
て
、
老
人
、
心
身
障
者
者
、
母

子
家
庭
な
ど
の
福
祉
施
策
を
あ
ら
た
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
お
も
な
新
規
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
対
し
そ
の
劣
苦
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
月

矧
二
千
問
内
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

下
当
的
支
給
は
、
九
刈
と
三
月
に
そ

れ
ぞ
札
六
ヵ
月
分
を
ま
と
的
て
行
な
い

ま
す
。

八
V
軍
度
心
身
障
害
者
介
種
手
当
の
支
給

。
老
人
居
室
聾
備
資
金
の
貸
付

老
人
と
同
居
す
る
家
庭
が
好
ま
し
い

家
庭
削
係
を
維
持
す
る
た
め
に
は
ま

ず
住
毛
環
境
町
繋
備
が
必
要
で
今
年
か

ら
六
十
歳
以
上
向
老
人
が
同
居
す
る
世

帯
に
対
L
、
老
人
専
用
居
室
町
増
改
築

に
必
要
な
資
金
的
貸
付
を
し
ま
す
。

貸
付
限
度
額
は
一
件
百
万
円
、
年
利

六

・
五
%
、
据
置
二
年
以
内
、
据
世
を

除
い
て
十
年
以
内
月
賦
償
還
と
い
う
条

件
で
、
道
世
担
の
貸
付
制
度
で
す
。
た

だ
し
、
今
年
度
は
一
億
円
円
貸
付
枠
で

試
験
的
に
実
地
い
た
し
ま
す
。
詳
し
い

千
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
決
完
次
第
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

。
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当
の
支
給

ね
た
き
り
状
態
に
あ
る
老
人
を
介
慨

し
て
い
る
家
庭
的
労
苦
は
、
並
大
低
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
本
年
度
か

ら
、
常
時
介
護
を
要
す
る
六
十
五
歳
以

上
町
老
人
を
養
認
す
る
世
帯
主
で
、
家

庭
奉
仕
貝
の
派
遣
さ
れ
て
い
な
い
者
に

ね
た
き
り
重
度
心
身
障
害
者
を
お
世

話
さ
れ
て
い
る
、
家
庭
の
主
制
な
と
の

手
厚
い
介
護
に
む
く
い
る
た
め
、
月
額

二
千
円
の
介
議
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

受
給
資
格
は
、

一
級
あ
る
い
は
二
級

の
身
体
障
当
者
、
知
能
指
数
三
十
五
以

下
の
精
神
薄
弱
者
で
、

一
目
的
大
半
を

ね
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
方
と
同

M
L、

介
泌
す
る
家
族
主
ど
で
す
。

手
当
的
支
給
は
、
九
月
と
三
月
に
そ

れ
ぞ
れ
六
ヵ
月
分
を
ま
と
め
て
行
な
い

ま
す
。

〈
〉
精
神
薄
弱
者
交
通
貨
助
成
事
業

精
神
薄
弱
者
が
旅
行
す
る
場
合
、
常

時
付
添
人
が
必
要
で
あ
り
、
通
常
的
場

合
に
比
べ

、
二
重
の
経
済
的
負
担
を
要

談
を

盟
か
で
住
み
よ
い
町
づ
〈

り
は
、
町
と
町
民
的
「
対
話
」

を
通
し
‘
お
互
い
の
心
の
ふ

れ
あ
う
信
頼
さ
れ
た
町
政
を

土
台
と
し
て
進
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
政
は
‘
町
長
や
役
均
だ

け
が
行
也
、

7ι
の
で
主
く
、

町
民
み
ん
立
が
協
力
し
あ
い

単
解
し
あ
っ
て
行
主
わ
れ
る

も
円
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

町
民
に
宮
山
訂
し
た
胤
の
か
よ

っ
た
福
祉
相
会
が
実
現
す
る

も
内
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
て
い
る
の
で
家
庭
的
れ
判
を
峰
滅
す

る
た
め
悶
鉄
巡
行
的
助
成
を
行
主
い
ま

す
。対

象
者
は
道
内
に
代
所
を
有
し
、
逃

が
発
行
す
る
都
品
川

T
帳
主
ど
を
所
持
す

る
者
で
、
施
設
の
入

・
退
所
ま
た
は
、

柑
議
、
判
定
の
た
め
の
旅
行
に
要
す
る

道
内
国
鉄
運

πの
二
分
一
を
助
成
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
、
本
年
十
月
か
ら
実

地
し
ま
す
。

〈〉
母
子
家
庭
入
学
支
度
資
金
貸
付
制
度

母
子
容
括
的
川
市
J

が
小

-
中
学
校
へ

入
学
す
る
場
A
H

必
裂
な
食
全
の
貸
付

を
し
ま
す
。

貸
付
傾
は

一
件
に

つ
き
三
万
円
以
内
、

利
率
は
無
利
子
六
ヵ
日
の
据
出
期
間
続

F

過
後
三
年
以
内
的
泣
と
な
っ
て
い
ま
す
。一

民支ら
れ
な
い
も
の
を
、
昨
今
の
経
済
情
勢

に
か
ん
が
み
、
本
年
限
り
の
特
例
と
し

て
九
月
分
の
年
金
を
九
月
期
に
繰
上
げ

て
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
町
民
的
要
望

を
で
き
る
だ
け
川
政
に
反
映
さ
せ
よ
う

と
、
町
政
部
談
会
的
剛
山
川
、
住
民
草
向

訓
告
、
町
民
相
談
宅
内
設
辺
、
町
民
主

同
一
階
移
転
.
さ
ら
に
は
背
仰
や
悩
み

ご
と
主
ど
い
っ
さ
い
の
周
が
足
い
る

司

す
ぐ
や
る
係
』
な
ど
を
世
い
て
努
力
し

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、

町
政
的
規
模
が
大
き
く
な

る
に
つ
れ

『窓
口
が
は
っ
き
り
し
な
い
』

と
か
『
担
当
係
の
場
叶
が
わ
か
り
な
い
』

な
ど
の
古
川
が
で
て
き
ま
し
た
u

こ
の
た
的
、
品
川
刊
ぃ
係
の
机

4
ど
に

案
内
併
川
け
を
川
き
ま
し
と
の
で
託
料
に

ご
州
必
く
だ
さ
い
。
e

ま
た
、
町
的
行
政
相
談
会
川
に
.
山
山

一
良
さ
ん
(
八
崎
町
)
が
お
り
ま
す
の

て
小
さ
な
悩
み
ご
と
、
町
に
対
す
る
目

的
要
望
な
ど
気
慨
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

が発 る社 犯 の域 が月と
A 展 1，企全会 ~Il 立 ft こ実問、官
句に近川をの場 r-:内地『 こ jふ
れつは的築なでが五liさ杜と年
なこい協そ動れ会 Lの

盟て t，i:巡うりl力れはてをも非
、評会 >filJとるしぞ、い 明七行
なし、ですいてれ I也まる月￥
消い続 t すく 防
'l~ r.¥s i丙 ー・←------ 。す日 J1:
生1/1の るか L
活化~'. iilIら上

を現述 7一 筋二石
迫象な Fコh ι 力 i

ん
な
で
非
行
防
止

が
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
大
き
な
原

因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
見
の
が
せ

ま
せ
ん
。

将
4
4
を
に
な
う
青
少
年
に
健
全
に

』

F

育
成
す
る
こ
と
は
、

4

だ
れ
も
が
願
う
こ
と

噛

で
す
。

社

会

を

明

る

く

す

る

運

動

↑

こ

町

運

動

を

過

し

引
て
、
す
べ
て
町
家
庭

が
一
ー
凡
と
な
っ
た
協
力
体
制
を
つ
く

り
、
日
分
た
ち
の
家
庭
や
周
囲
か
ら

非
行
と
な
る
原
因
を
除
き
、
明
る
い

住
み
よ
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
.

求
す
る
あ
ま
り
、
人
び
と
の
生
活
立

議
の
な
か
に
個
人
中
心
的
考
え
方
が

浸
透
し
、
社
会
的
連
帯
感
が
う
す
〈

な
る
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
不
良
化
す
る
原
因
に
は

い
ろ
い
ろ
伎
維
な
附
川
叫
が
か
り
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
助

き
か
ら
J
家
庭
や
地
域
で
の
無
感
心
。

児
童
扶
養
手
当
制
度

が
改
正
さ
れ
ま
す

児
童

一
人
的
場
合
六
F
h
h円
(
八

月
分
ま
で
)
か
句
九
千
八
十
円
円
に
引
き

上
げ
に
な
リ
、
支
給
対
主
と
し
て
重
皮

肉
障
害
を
有
す
る
児
童
に
対
し
↑-
十
歳

に
注
す
る
ま
で
引
き
続
き
干
当
が
支
給

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
に

よ
っ
て
、
こ
の
範
聞
が
中
皮
肉
邸
主
(

凶
民
年
金
法
に
よ
る
二
級
相
当
)
ま
で

広
げ
均
札
ま
し
た
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

制
度
も
改
正
さ
れ
ま
す

特
別
児
輩
扶
益
手
当
は
、
二
十
以
末

満
で
あ
っ
て
精
神
的
発
述
が
遅
れ
て
い

る
た
め
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
者
ま

①拠出年

年金の極

老齢年金(

昨若年金(

.母子年金

老行祉人自 年金
グ〉

dし、 額と

" つ
て

幅大
い改

品善
さ

ー一-一一一， れ

重耳i 改善内容(月 ~ii) 1..こ ア
国
ツ25年) 20 ， 000~23 ， 220 民

10in 12，500→14，513年 プ5年) 8，00か→ 9，288

1級) 25，000→29，025金
2級) 20，00か→23，220

O ， OOO~23 ， 220 巨亙

来爾があ すま。毒らことのと 引き祉年金

る の しお 上げ

年金の附聞 改善内在(月額)

老齢行，¥祉年金 5，000→ 7，500 
t齢特別給付金 4，00←. 5，500 
陣:!Ht，¥祉年金(1組) 7， 500--11， 300 

( 2柚) 5.000-→7.500 

回目
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、ーームノ建設 鰻
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町
川
山
相
以
千

EE回

町

同

M
l山

福

園回目

輯農

， ， 

t 勺~ . j 

日

た
は
身
体
に
昂
皮
肉
昨
・
川
を
有
す
る
弘
引

を
強
行
す
る
父
母
ま
た
は
父
母
以
外

の
者
が
捷
有
し
て
い
る
場
合
に
、
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
九
月
か
ら
重

度
の
村
神
薄
弱
と
身
体
障
h
R

口
が
屯
似
し
、

出
時
特
別
的
介
護
を
必
要
・
と
す
る
四
位
皮

肉
障
害
を
有
す
る
者
(
二
十
歳
以
上
を

含
む
)
の
禿
有
者
に
特
別
制
祉
予
当
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

支
給
制
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

O
特
別
児
童
扶
益
手
当

(月
制
)

昨山古川
L
一
人
に
つ
き
、
一
万
一
千
一

丙
円
(
昭
和
凶
十
九
年
八
月
分
ま
で

六
千
五
行
問
)

。
特
別
悩
祉
下
当

一

昨市川口者

一
人
に
つ
き
、

三
千
円

な
お
、
支
給
制
限
も
あ
リ
ま
す
の
で

役
場
悩
祉
点
で
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

[ 4 ) 

障
害
町
収
入
限
度
額
は
九
十
万
円
に

母
子
は
二
百
七
万
三
千
円
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
所
得
制
限
の
緩
和
は
、
凶
十

九
毎
五
月
か
ら
実
地
さ
れ
ま
す
。

巴
』
『

'II/Uli: I 

政

課

オミ

民抱上

(一階窓口案内図)

地政."え弓

国;

[ 5 ) 

雇書
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道
警
本
部
長
談
話

夏
期
死
亡
交
通
事
故
抑
止
に
つ
い
て

本
道
は
過
去
凹
年
死
亡
交
通
事
故
連

続
日
本
一
の
暗
い
記
録
を
重
ね
て
お
り

ま
す
。
本
道
は
道
民
の
み
な
さ
ん
や
関
係
機

関
団
体
の
ご
努
力
に
よ
り
幸
い

に
も
、

五
月
末
現
在
で
は
、
昨
年
同
期
に
比
べ

件
数
、
死
者
、
傷
者
と
も
か
な
り
の
減

少
を
み
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
例
年
夏
期
に
向
け

て
、
死
亡
交
通
事
故
が
続
発
し
て
い
る

現
状
を
考
え
ま
す
と
、
決
し
て
楽
観
で

き
な
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

道
笹
察
は
こ
れ
ま
で
、
交
通
事
故
と

り
わ
け
死
亡
交
通
道
樹
抑
止
の
た
め
各

般
の
対
策
を
県
命
に
推
進
し
て
参
り
ま

し
た
が
、
更
に
成
果
の一

層
の
高
坊
を

は
か
る
た
め
六
、
七
、
八
月
の
三
ヶ
月

間
ト
死
亡
交
通
事
故
抑
止
最
重
点
期
間

に
と
り
あ
げ
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
、

運
転
者
の
マ
ナ
ー
の
確
立
、
無
謀
巡
転

の
追
放
、
捗
行
者
と
〈
に
老

人、

こ
ど
も
の
安
全
の
徹
底
、

自
転
車
の
安
全
確
保
、
レ
ジ

ヤ
交
通
対
策
の
強
化
を
は

か
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
各
位
、
関
係
機
関
、

団
体
に
お
か
れ
て
は
、
道
榔官

察
の
か
か
る
不
退
転
向
決
定

を
深
く
ご
理
解
く
だ
さ
れ
る

と
と
も
に
、
交
通
事
故
の
撲

滅
は
道
民
総
ぐ
る
み
の
努
力

に
ま
つ
こ
と
の
極
的
て
大
な

る
こ
と
を
強
く
ご
認
撤
さ
れ
、

人
命
尊
重
ゃ
基
本
に
道
民

一

吋

員l

六
月
二
十
二
日
国
道
二
七

七
号
線
捷
利
河
橋
ら
ん
が

ん
に
激
突
大
破
重
傷
ニ
名

人
一
人
が
常
に
安
全
な
行
動
を
と
リ
輝

し
い
希
望
に
満
ち
た
成
川
市
を
挙
げ
ら
れ

よ
り
安
全
で
住
み
よ
い
郷
土
町
実
現
に

御
協
力
く
だ
さ
る
こ
と
を
切
望
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
の
負
傷
者
を

搬
送
し
た
人
に
報
償
金

事
故
が
起
き
た
と
き
に

一
秒
を
争
う

の
が
被
笹
者
の
救
護
。
病
院
へ
巡
ょ

の

が
遅
れ
た
た
め
に
生
命
を
失
っ
て
し
ま

う
ケ

l
ス
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

事
故
の
現
場
を
通
り
か
か

っ
た
と
き

な
ど

『
ひ
と
ご
と
だ
か
ら
』
と
見
過
ご

し
て
し
ま
わ
ず
、
岐
か
い
気
持
ち
で
負

傷
者
向
救
護
に
あ
た
り
た

い
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
普
も
の
労
に
報
い
る
た

め
、
い
き
さ
か
で
す
が
報
償
金
二
千
円

を
贈
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

負
傷
者
を
病
院
な
ど
に
運
ん
だ
と
き

は
、
病
院
、
普
察
に
備
え
て
あ
る
搬
送

者
カ
l
ド

(
ハ
ガ
キ
)
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
管一銭
署
長
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

夏
期
食
品
の
衛
生

食
中
毒
の
予
防
を

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
食
べ
物
が
腐
ょ
う
、
快
適
な
哀
を
す
ご
し
た
い
も
の

敗
し
や
す
い
時
期
で
す
。
こ
れ
は

、

食

で

す

。

べ
物
を
腐
敗
さ
せ
た
り
、
食
中
毒
向
原
マ
で
き
る
だ
け
清
潔
な
底
か
ら
新
鮮

困
と
な
る
細
菌
に
と
っ
て
、

H

暑
さ
。
な
も
の
を
腕
入
す
る
こ
と
。

が
最
も
活
躍
し
や
す
い
絶
好
の
粂
川
け
と
マ
腐
敗
し
や
す
い
も
の
は
、
冷
蔵
庫

な
る
か
ら
で
す
。

(

摂
氏
五
度
)
に
保
管
す
る
こ
と
。

道
内
の
全
保
健
所
で
は
、
こ
れ
?
民
マ
訓
恕
し
た
ら
す
ぐ
た
べ
る
こ
と
。

品
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
七
マ
訓
理
器
具
は
、
よ
く
洗
い
、
と
く

月
か
ら
八
月
に
か
け
夏
期
食
品
同

一
斉
に
ま
な
板
や
ふ
き
ん
は
熱
湯
消
毒
し

取
締
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

乾
燥
さ
せ
て
お
く
こ
と
。

今
年
も
、
全
道
肉
食
品
術
生
民
税
貝
マ
制
型
前
は
手
指
を
よ
く
洗
う
こ
と
。

を
動
員
し
て
取
締
り
に
あ
た
り
ま
す
が
、
マ
暴
飲
暴
食
は
さ
け
、
休
養
を
十
分

一
般
消
山
口
者
の
み
な
さ
ん
も
次
の
こ
と
に
と
り
、
他
僚
に
十
分
気
を
つ
け
る

に
注
意
し
食
べ
物
に
よ
る
事
故
の
な

い

こ

と

日l

午
后
一
時
{
花
石
小
学
校
)

@
核
査
壷
且
置
す

気軽な服装で参加

と き/8月14日 ところ/町民センタ一

対象者/昭和29年 1月16日から昭和30年 1

月15日までに生まれた人

第26回成 安当E
~J ... 人

産業まつり
とき /8月14日-16日

王催/今金町産業まつり振興会

催し/歩行者天国、 ひ自っくり市、牧場まつ り

愛犬展覧会、野外演芸会、戦馬競技

少年野救大会、 千 人おどりほか

第4回

ι 
は

7日E午E后L貯2時からダ遍美利河 域集団電話

7月30 イヤル通話

カ、 tt カ、 た
2-6XXXとFイヤルLます

今金市内

lt 佐初lニ0をまわし 2-XXXXとFイヤルします 一 般屯話
石

干美IJ 

前初にOをまわし 2-6XXXとダイヤルします
八束、神丘、廊

最初に0をまわL2-XXXXとダイヤルします
河

01 00 tダイヤルL今金局吏構係に自分の番号と柑干の局 川地域集団屯話
3也 :y， ~ 1fi-~Jをつげます

県電話城団

1市外 北桧山01:j78-2-6XXXとダイヤルします

市外 T今6金町交換)係に;自ず分まのr番号と相手の局名 番号 l瀬棚、 函館等
(今 ~， .: - 6 XX X をつ

o 1 0日告(花F石イヤルL今を金同げ支ま1す相手に向分の番号と相手の/，;j
名、昏号 X帯) つ 市外 花石局

013783だけダイヤルし花石品定換f，f:に相手の の 般電話昏号をつげます
電話及び市

①花石局収容の旧電話が一部地域集団電話に変更になりま Lた。

111 制需 4j l日 新番号 IU 新 f番号
:{Eイ! 6 ノ?合2-6357 1t.イi613 今金2-6441 lE石 755 今企2←6567
H 9 11 2 -6276 614 11 2 -6363 11 815 11 2 -6611 
H 13 11 2 -6526 11 715 11 2 -6451 11 855 11 2 -6537 
H 14 11 2 -6371 730 11 2 -6577 /1 1655 11 2 -6237 
H 23 11 2 -6162 751 11 2 -6516 

日一、， ‘ ‘唱 ー 園田‘-'‘-'‘ d

L; 芹Z 手均 Y 毒t事士わ 〈品聖費主 書4 
てに と 安交i全邑 か〈検らで り

だき査を早、ありなくめ なで 車と

あなたの検査猶予期限は下記の
属出年月日によりお鯛ベ下さい

届出年月 日 検査期限

45. 7. 1 -45. 9. 30 49 _ 7 31 

45， 10. 1 -45. 12. 31 49. 8 31 

46. 1. 1 -46. 3. 31 49. 9. 30 

46. 4. 1 -46. 6. 30 49. 10. 31 

46. 7. 1 -46. 9. 30 49. 11. 30 

46. 10. 1 -46. 11， 30 49. 12. 31 

46. 12. 1 -47， 2. 29 50. 1. 31 

47. 3. 1 -47. 4. 30 50， 2. 28 

47. 5. 1 -47且 7.31 50.3.31 

47. 8. 1 -47， 10. 31 50. 4，30 

47.11. 1-48. 1.31 旦之.31 
48. 2. 1 -48. 4. 30 

U壬5. 1 -48. 6. 30 50. 7. 31 

:会会EL傍点勝恥1おしらせ

事務:
.胃腸病(がん)検診の申込みを

本年度の胃腸病 (がん)検診を

実施します。年令30オ以上の方は

7月23固までに申込み下さい。

実施日 8月12日側、 13日ω
受診科 500同(70オ以上無料)

先着順 200名 福祉課衛生係

・幼児に7ッY歯菌塗布を

町では幼児の虫歯予防対策とし

て、生後7カ月から満3才までの

幼児に年2回(6カ月毎に 1回)

行うよう呼びかけています。料金

は無料ですから受診券を受領して

いない方は役場福祉課までおいで

くださし」

・4旨金狩場末肢の部員を募集
今金が誇る郷土芸能 "狩場太鼓"

の部員を募集しています。高校生

6名、 一般若干名連絡は商工会へ

.郵便貯金会館が8月にオープン

郵政省では、昭和50年を迎える

郵便問金創業 100年を記念して、

全国の主要都市にどなたでもお気

軽に利用できる郵便貯金会館円建

設を進めておりますが、札幌郵便

貯金会館もいよいよ 8月1日から

オープンする ことになりました。

場所は、札幌市中央区南1条西

26丁目で、施設は宿泊室30室、会

議室、室内温水プール、結婚式場

もある近代的な全館です。

ご利用は直接会館、または屯話

で申し込み〈ださし 'o~1i話231-4376

.納期内に納めよう

固定資産税 (2期〉

国民健康保険税 (1期〉

所得税予定納税 (1期〉

7月 31日まで

( 6 ) 

宜
備
を
行

さ
い
。

指
定
整

検
整
備

け
ら
れ

せ
は
務
所
番
へ
最
寄
り

だ
き
、
い
。

50. 8 _ 31 

50. 9. 30 

7. 1 --48. 8. 31 

9 _ 1 -48. 9. 30 

.8 

48 

(7) 



愛
の
血
液
助
け
あ
い
運
動

進
ん
で
献
血
し
ま
し
ょ
う

れ
収
近
は
外
科
手
術
的
進
捗
に
よ
っ
て、

多
数
何
人
命
が
救
わ
れ
て
い
き
ま
す
が
、

こ
の
か
げ
に
は
輸
血
用
保
存
血
液
が
は

た
し
て
い
る
役
割
は
極
的
て
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

山
液
は
、
科

Jγ
的
進
少
し
た
脱
布
て

も
人
工
的
に
作
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

道
内
で
は
、
交
通
災
害
、
労
務
災
害
、

州
、
む
疾
患
主
ど
に
位
わ
れ
る
保
存
血

;記

液
の
量
は

一
日
に
お
よ
そ
六
百
二
十

本

二
本
二

0
0叫
)
、
年
間
約
四
万

五
千
リ

y
l
ル
が
必
要
で
あ
り
年
々
急

激
に
地
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
誌
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
年
間
二

十
二
万一
h
千
人
の
方
々
の
協
力
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
年
、
特
に
峨
友
則
に
は
、
血
液
が

非
常
に
不
足
し
ま
す
の
で
、
「
愛
的
血

液
助
け
あ
い
辺
助
」
を
全
国
一
斉
に
行

い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

八
月
七
日

移
動
保
血
車

『ひ
ま
わ
り
号
』
が
米
町
し
ま
す

献
血
し
て
お
き
ま
す
と
血
漉
を
使
用
し

た
と
き
の
給
血
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

今ノ
主
主
ら
献
胤
者
向
特
倉
に
報
い

る
た
め
、
国
に
お
い
て
は
血
液
代
合
的

証
料
化
を
実
地
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
道
に
お
い
て
も
従
来
的
献
血
者

優
偶
制
度
を
改
正
し
、
献
血
者
に
対
す

る
感
謝
内
意
味
か
ら
、
献
胤
さ
れ
た
方
、

ま
た
は
そ
肉
親
族
の
方
が
輸
血
を
受
け

た
場
合
、
献
血
し
て
か
ら
三
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
献
血
者
本
人
は
輸
血
に
要
し

た
全
量
、
判
明
肢
で
あ
れ
ば
献
血
量
的
範

凶
内
で
‘
輸
胤
料

(輸
血
に
裂
す
る
技

術
科
)
代
金
の
自
」
負
担
分
を
道
刊
で

補
助
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
健
康
に
心
が
け
、
献
血
に

進
ん
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

@
休
日
当
番
医

七
月
二
十
一
日

七
月
二
十
八
日

今
金
町
国
保
病
院

岩

間

医

院

川

村

泰

久

(義
夫

三
男
)
日
川
英
町

森

川

香

里

(時
附

長
立
}
八

束

加
藤

剛

(三
明

長
男
)
絹

川

下
山
圭
子
(
吏
治
三
一女
)
大
和
町

水
口
さ
お
り

(忠

二
女
)
南
栄
町

日
間
麻
紀
子

(俊
彦
二
女
)
本

則

固
い
つ
ま
で
も
し
島
わ
せ
に

山

田

芳

盛
H
H竹
内
千
恵
子

中

里

天

沼

磁

了
H
山
崎

幸

子

神

丘

小

川

悟

H
鈴
木

裕

子

御

彬

伊

藤

消

1
柳

恵

津

子

末

広

町

北
海
道

b
E町
在
場
圃
畢
陸
曹
企
画
聾

今
年
内
新
就
職
者
の
激
励
会
が
七
月
三

日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
町
内
各
代

表
者
と
懇
談
、
四
二
名
を
代
表
し
て
伊
藤

さ
ん
が
「
よ
代
的
後
継
者
と
し
て
頑
桜
り

ま
す
己
と
加
辞
が
あ
り
、
ポ
ー
リ
ン
グ
で

若
さ
を
さ
そ
い
あ
い
ま
L
P

、

住民の動総

前月に
比べて

5.185 (+11) 

(5H318現夜間)
住民基本台帳人n

人口

男

女

世千百

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

安
達
は
る
み

(末
松

二
女
)
栄

伊

藤

広

美

(

博

長

女

)
南

町町思宅
h
u

=J広報=

トヒベック又

-
応
鑓
合
戦
も
盛
大
な
週
動
会

六
月
は
印
刷
出
壬
乞
終
え
て
巡
動
会
的

季
節
、
今
年
は
天
候
不
順
で
延
期
に
な

っ
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
が
、
六
月
二

十
三
日
雨
傘
り
か
ら
よ
う
や
く
附
れ
あ

が
っ
た
英
利
河
小
寺
校
で
は
、

N
H
K

町
北
海
道
的
窓

「芙
利
河
も
の
が
た

J

で
テ
レ
ビ
に
放
送
さ
れ
る
と
あ
っ
て
赤

白
組
の
応
援
合
戦
も
熱
烈
で
L
P
Z

( 8 ) 

明
ι一

角

田

文

夫

1
小
西
由
紀
子
大
和
町

吉
田

辰
雄
H
H
沢

畑

コ

ミ

末

広

町

阿

部

勝

雄

1
田

中

管

十

南

町

圃
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

苅

屋

ト

メ

八

十

五

歳

回

代

小

鯨

秀

夫

三
十一

一践

を

仏

町

山

田

寿

術

七

十

一
歳

盟

国

遠

藤

三

千

男

五

十
九
歳

八

束

河

端

興

一

七

十

一

歳

凹

代

飛

州

乙

松

六

十

三
歳

末
広
町

(五
月
分
)

長
門
出
恒
社

刊・

7
・
勾

印
刷


